
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規

則

�
行
政
手
続
の
見
直
し
に
伴
う
総
務
部
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則

（
総
務
学
事
課
、
危
機
管
理
課
、
法
務
文
書
課
、
税
務
課
、
行
政
企
画
課
、
青
少
年
・
男

女
共
同
参
画
課
、
国
際
課
）

一

�
死
体
解
剖
保
存
法
施
行
細
則
を
廃
止
す
る
規
則

（
医
務
国
保
課
）

一
六

�
行
政
手
続
の
見
直
し
に
伴
う
商
工
労
働
部
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則

（
産
業
政
策
課
、
労
働
政
策
課
、
観
光
振
興
課
）

�
香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を

定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
建

築

課
）

二
三

行
政
手
続
の
見
直
し
に
伴
う
総
務
部
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
二
十
五
号

行
政
手
続
の
見
直
し
に
伴
う
総
務
部
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則

（
香
川
県
庁
ホ
ー
ル
使
用
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

香
川
県
庁
ホ
ー
ル
使
用
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
香
川
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
等
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
香
川
県
庁
ホ
ー
ル
（
以
下
「
ホ
ー
ル
」
と
い
う
。
）
の
使
用
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

ホ
ー
ル
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
庁
舎
管
理
規
則
（
昭
和
四
十

六
年
香
川
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
使
用
の
許
可
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か

に
」
に
、
「
場
合
に
」
を
「
と
き
に
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
ホ
ー
ル
を
使
用
し
よ
う
」
を
「
前
条
の
許
可
を
受
け
よ
う
」
に
、
「
使
用
許
可
申
請
書
」

を
「
香
川
県
庁
ホ
ー
ル
使
用
許
可
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
四
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
使
用
時
間
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
の
使
用
時
間
」
を
「
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
時
間
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
に
、
ホ
ー
ル
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
を
削
る
。

第
五
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
使
用
料
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
別
表
第
一
表
使
用
料
の
部

一
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
の
使
用
料
１
の
項
」
を
「
別
表
第
一

第
一
表

使
用
料
の
部

一

行

政
財
産
の
目
的
外
使
用
の
使
用
料
香
川
県
庁
ホ
ー
ル
の
項
」
に
改
め
、
「
規
則
で
定
め
る
」
を
削
り
、

同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
）

第
五
条

ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
は
、
香
川
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年

香
川
県
条
例
第
一
号
）
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
と
す
る
。

２

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
に
、
ホ
ー
ル
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
を
変
更
し
、
又
は
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
使
用
者
に
対
す
る
指
示
等
）

第
七
条

知
事
は
、
ホ
ー
ル
の
管
理
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
者

に
対
し
、
ホ
ー
ル
の
管
理
上
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
知
事
は
、
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
者
に
対
し
、
第
二

条
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
ホ
ー
ル
か
ら
の
退
去
そ
の
他
ホ
ー
ル
の
管
理
上
必
要
な
措
置
を
と
る

こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

号外７

平 成１６年

３月２６日（金曜日）

規

則

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

一



一

こ
の
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ホ
ー
ル
の
管
理
上
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
。

四

緊
急
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
県
が
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
。

第
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
香
川
県
公
有
財
産
規
則
の
適
用
除
外
）

第
八
条

ホ
ー
ル
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
公
有
財
産
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
規
則
第
三

十
七
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
補
則
）

第
九
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ホ
ー
ル
の
使
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

別
表
中
「第

５
条
関
係

」
を
「第

６
条
関
係

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

二



香川県庁ホール使用許可申請書

年 月 日

香川県知事 殿

住 所

申請者

氏 名 �
�
��
�

団体にあつては、主たる事務所の���
�所在地、名称及び代表者の氏名

香川県庁ホールを使用したいので、次のとおり申請します。

１ 使用日時 月 日 時から 時まで

２ 使用目的

３ 集合予定人員

４ その他参考となるべき事項

注 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

別記様式（第３条関係） （日本工業規格Ａ列４番）香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

三



（
消
防
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

消
防
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
香
川
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
細
則

第
一
条
及
び
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
章
の
規
定
の
施
行
に

関
し
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
）
及
び
危
険
物
の
規
制

に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
総
理
府
令
第
五
十
五
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
製
造
所
等
の
使
用
の
休
止
等
の
届
出
）

第
二
条

消
防
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
（
以
下
「

製
造
所
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
設
置
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
危
険
物
製
造
所
等
使
用
休
止
（
再
開
）
届

（
第
一
号
様
式
）
に
よ
り
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

製
造
所
等
の
使
用
を
三
月
以
上
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二

休
止
し
て
い
る
製
造
所
等
の
使
用
を
再
開
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

第
三
条
中
「
法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
」
を
「
消
防
法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
」
に
、
「
法
第
四
条

第
四
項
」
を
「
同
法
第
四
条
第
二
項
」
に
、
「
第
五
号
様
式
」
を
「
第
四
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を

第
五
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
設
置
者
の
住
所
等
の
変
更
の
届
出
）

第
三
条

設
置
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
危
険
物
製
造
所
等

設
置
者
住
所
等
変
更
届
（
第
二
号
様
式
）
に
よ
り
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

住
所
又
は
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
名
称
）
に
変
更
が

あ
つ
た
と
き
。

二

製
造
所
等
の
名
称
の
変
更
を
し
た
と
き
。

三

製
造
所
等
の
構
造
又
は
設
備
の
変
更
を
し
な
い
で
、
当
該
製
造
所
等
に
お
い
て
貯
蔵
し
、
又
は

取
り
扱
う
危
険
物
の
物
質
名
の
変
更
で
消
防
法
第
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要

し
な
い
も
の
を
し
た
と
き
。

（
災
害
の
発
生
の
届
出
）

第
四
条

設
置
者
は
、
そ
の
製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
に
関
す
る
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
危
険
物
製
造
所
等
災
害
発
生
届
（
第
三
号
様
式
）
に
よ
り
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
第
五
号
様
式
を
削
る
。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

四



年 月 日

香川県知事 殿

届出者 住 所
氏 名 �
�
��
�

法人にあつては、主たる事務所の���
�

所在地、名称及び代表者の氏名

第 号 年 月 日

数 量

年 月 日から

数 量

品 名

品 名

貯蔵所又は取扱所の
区 分

類

類

製造所等の設置場所

製 造 所 等 の 別

製造所等の完成検査
番号及び年月日

期 間

理 由

休止中の製造所等の
管理者氏名

危険物を残置する場
合におけるその危険
物の類、品名及び最
大数量

危険物の保安の状態

期 日

再開により貯蔵し、
又は取り扱う危険物
の類、品名及び最大
数量

使

用

休

止

再

開

備

考

第１号様式（第２条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

危険物製造所等使用休止（再開）届

注 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

五



年 月 日

香川県知事 殿

届出者 住 所
氏 名 �
�
��
�

法人にあつては、主たる事務所の���
�

所在地、名称及び代表者の氏名

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

変更前

変更後

変更年月日

変更前

変更後

変更年月日

設 置 場 所

変更前

変更後

変更年月日

変更前

変更後

変更年月日

変 更 理 由

住 所
�
��
�

主たる事務所���
�

の所在地

氏 名
（名 称）

名 称

貯蔵し、又は取り
扱う危険物の物質
名

設

置

者

製

造

所

等

備

考

第２号様式（第３条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

注 １ 製造所等の設置場所の欄及び名称の変更前の欄には、その変更がない場合であつても記入して

ください。

２ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

危険物製造所等設置者住所等変更届

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

六



年 月 日

香川県知事 殿

届出者 住 所
氏 名 �
�
��
�

法人にあつては、主たる事務所の���
�

所在地、名称及び代表者の氏名

数 量品 名類

名 称

設 置 場 所

災害当時に貯蔵し、又は取
り扱つていた危険物の類、
品名及び数量

災 害 発 生 の 原 因

被 災 の 状 況

被 災 額

被災時の消火設備状況

被災時において危険物取扱
者のとつた措置

今 後 の 措 置

製造

所等

第３号様式（第４条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

注 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

危険物製造所等災害発生届

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

七



第 号 年 月 日交付

職

氏 名

生年月日

消防法第１６条の
５第１項の規定
による

立 入 検 査 証

香川県知事 	

消 防 法 抜 粋

第１６条の５ 市町村長等は、危険物の貯蔵又は取扱に伴う火災の防止のため必要があると認

めるときは、指定数量以上の危険物を貯蔵し、若しくは取り扱つていると認められるすべ

ての場所（以下この項において「貯蔵所等」という。）の所有者、管理者若しくは占有者

に対して資料の提出を命じ、若しくは報告を求め、又は当該消防事務に従事する職員に、

貯蔵所等に立ち入り、これらの場所の位置、構造若しくは設備及び危険物の貯蔵若しくは

取扱いについて検査させ、関係のある者に質問させ、若しくは試験のため必要な最少限度

の数量に限り危険物若しくは危険物であることの疑いのある物を収去させることができる。

２ 略

３ 第４条第２項から第４項までの規定は、前２項の場合にこれを準用する。

第４４条 次のいずれかに該当する者は、３０万円以下の罰金又は拘留に処する。

二 第４条、第１６条の５第１項若しくは第３４条（第３５条の３第２項、第３５条の３の２第２

項又は第３５条の３の３第２項において準用する場合を含む。）の規定による資料の提出

若しくは報告を求められて、資料の提出をせず、虚偽の資料を提出し、報告をせず、若

しくは虚偽の報告をし、又はこれらの規定による立入り、検査若しくは収去を拒み、妨

げ、若しくは忌避した者

第４号様式（第５条関係）

（表）

（裏）

６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

８．５センチメートル

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

八



（
公
舎
等
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

公
舎
等
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「�

」
を
削
る
。

（
香
川
県
青
年
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

香
川
県
青
年
セ
ン
タ
ー
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
香
川
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
使
用
許
可
申
請
書
」
を
「
香
川
県
青
年
セ
ン
タ
ー
使
用
許
可
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
利
用
し
て
送
信
す
る

方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
所
長
が
受
信
し
た
時
に
、
当
該
申
請
書
が

所
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

所
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
提
出
者
に
対
し
、

送
信
に
使
用
し
た
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
号
様
式
中
「第

６
条
の

」
を
「第

６
条
第
１
項
の

」
に
、
「第

７
条
第
２
項

」
を
「第

７
条
第

１
項
第
１
号
の
規
定

」
に
改
め
、
同
様
式
（
注
）
中
「記
載
し
な
い
こ
と

」
を
「
記載

し
な
い
で
く
だ

さ
い

」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「第

７
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り

」
を
「第

７
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
る
指

定
を
受
け
た
い
の
で

」
に
改
め
、
同
様
式
に
（
注
）
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（注

）氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は


押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

（
職
員
の
服
務
の
宣
誓
書
の
様
式
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

職
員
の
服
務
の
宣
誓
書
の
様
式
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
規
定
に
基
づ
く
宣
誓
書
の
」
を
「
規
則
で
定
め
る
」
に
改
め
、
本
則
の
様
式
中
「
か
た
く
」

を
「
固
く
」
に
改
め
、
「
印
」
を
削
り
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考

用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
四
番
と
す
る
。

（
香
川
県
農
村
地
域
工
業
等
導
入
指
定
地
区
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

香
川
県
農
村
地
域
工
業
等
導
入
指
定
地
区
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

四
十
七
年
香
川
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
記
載
事
項
」
を
「
記
載
事
項
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
取
得
年
月
日
」

の
下
に
「
並
び
に
当
該
工
業
等
用
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
年
月
日
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

四

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
前
三
号
に

掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項

ア

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
適
用
設
備
（
以
下
「
特
定
適
用
設
備
」
と
い
う
。
）
の
種
類
、

所
在
地
、
取
得
価
額
及
び
取
得
年
月
日
並
び
に
当
該
特
定
適
用
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
年

月
日

イ

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
算
式
に
よ
つ
て
計
算
す
る
た
め
に
必
要
な
同
号
ア
の

固
定
資
産
の
価
額
又
は
同
号
イ
の
従
業
者
の
数

第
二
条
第
五
号
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
部
分
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

条
例
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項

第
二
条
第
五
号
イ
中
「
建
設
着
手
予
定
年
月
日
」
の
下
に
「
又
は
建
設
着
手
年
月
日
」
を
加
え
、
同

号
ウ
中
「
、
床
面
積
及
び
用
途
」
を
「
及
び
床
面
積
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

条
例
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
適
用
設
備
の
種
類
、
取
得
価

額
及
び
取
得
年
月
日
並
び
に
当
該
適
用
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
年
月
日

第
二
条
第
七
号
中
「
そ
の
他
」
を
「
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
四
条
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ

る
書
類
（
同
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
特
定
適
用
設
備
に
係
る
所
得
に
対
す
る
事
業
税
に
つ
い

て
、
そ
の
適
用
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
又
は
翌
々
年
度
に
同
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
ウ
又
は
エ
に
掲
げ
る
書
類
に
限
る
。
）

ア

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
一
条
第
三
項
又
は
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十

三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
確
定
申
告
書
等
に
添
付
す
る
特
別
償
却
に
関
す
る
明
細
書
の
写
し

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

九



又
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類

イ

法
人
に
あ
つ
て
は
工
業
等
用
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
び
そ
の

前
事
業
年
度
の
、
個
人
に
あ
つ
て
は
当
該
日
の
属
す
る
年
及
び
そ
の
前
年
の
貸
借
対
照
表
及
び

損
益
計
算
書

ウ

電
気
供
給
業
、
ガ
ス
供
給
業
又
は
倉
庫
業
を
行
う
法
人
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
の
末

日
現
在
に
お
け
る
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ア
の
固
定
資
産
の
価
額
を
証
明
す
る
に
足
る
書

類
エ

ウ
に
規
定
す
る
法
人
以
外
の
法
人
又
は
個
人
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

�

県
内
に
有
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
従
業
者
の
数
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類




特
定
適
用
設
備
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
業
務
の
従
事
を
始
め
た

日
を
記
載
し
た
書
類

�

特
定
適
用
設
備
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
の
配
置
図

二

条
例
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
前
号
ア
及

び
イ
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類

ア

不
動
産
の
取
得
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

イ

土
地
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

�

土
地
に
お
け
る
家
屋
の
位
置
を
表
示
し
た
配
置
図




家
屋
の
建
設
着
手
予
定
年
月
日
又
は
建
設
着
手
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

ウ

家
屋
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
各
室
の
面
積
を
表
示
し
た
平
面
図

三

条
例
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
ア

及
び
イ
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
適
用
設
備
の
種
類
、
取
得
価
額
及
び

取
得
年
月
日
並
び
に
当
該
適
用
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
知
事
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

知
事
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
香
川
県

規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
申
請
書
」
を
「
公
益
法
人
設
立
許
可
申
請
書
（
第
一
号
様
式
）
」
に
改
め
、
同
条
第
五

号
中
「
当
該
法
人
の
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
並
び
に
最
近
の
事
業
活
動
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
当
該
職
員
を
し
て
」
を
「
そ
の
職
員
に
、
公
益
法
人
の
事
務
所
そ
の
他
業
務
に

関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
検
査
」
を
「
立
入
検
査
」
に
、

「
別
記
様
式
」
を
「
第
二
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
書
類
の
提
出
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
三
条
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

一
〇



公益法人設立許可申請書

年 月 日

香川県知事 殿

申請者 住 所

氏 名 �
（法人にあつては、主たる事務所の所在地、

名称及び代表者の氏名）

民法第３４条の規定により、公益法人の設立の許可を受けたいので、必要書類を添えて申請します。

第１号様式（第２条関係） （日本工業規格Ａ列４番）香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

一
一



第
一
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

第 号

身 分 証 明 書

所属名

職 名

氏 名

生年月日 年 月 日

上記の者は、民法第６７条第３項及び知事の所管に属する公益法人の設立及び監督に関する

規則第９条第１項の規定により、立入検査を行う者であることを証明する。

年 月 日

香川県知事 	

民法（抜粋）

第６７条 法人ノ業務ハ主務官庁ノ監督ニ属ス

� 主務官庁ハ法人ニ対シ監督上必要ナル命令ヲ為スコトヲ得

� 主務官庁ハ何時ニテモ職権ヲ以テ法人ノ業務及ヒ財産ノ状況ヲ検査スルコトヲ得

知事の所管に属する公益法人の設立及び監督に関する規則（抜粋）

（業務の監督）

第９条 知事は、民法第６７条の規定により、公益法人に対し報告若しくは資料の提出を求め、

事業計画の変更命令その他の必要な命令をし、又はその職員に、公益法人の事務所その他

業務に関係のある場所に立ち入り、当該公益法人の業務及び財産の状況を検査させること

ができる。

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書（第２号様式）を携帯

し、関係人に提示しなければならない。

第２号様式（第９条関係）

（表面）

（裏面）

５
．５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

８センチメートル

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

一
二



（
職
員
の
職
務
発
明
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

職
員
の
職
務
発
明
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
年
香
川
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「�

」
を
削
る
。

（
香
川
県
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

香
川
県
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
（
平
成
五
年
香

川
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
申
請
書
の
記
載
事
項
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
ア
中
「
規
定
す
る
設

備
」
の
下
に
「
（
以
下
「
製
造
事
業
等
用
設
備
と
い
う
。
）
」
を
、
「
種
類
」
の
下
に
「
、
所
在
地
」

を
加
え
、
「
当
該
設
備
」
を
「
当
該
製
造
事
業
等
用
設
備
」
に
改
め
、
同
号
中
イ
を
ウ
と
し
、
ア
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

対
象
設
備
の
種
類
、
所
在
地
、
取
得
価
額
及
び
取
得
年
月
日
並
び
に
当
該
対
象
設
備
を
事
業

の
用
に
供
し
た
年
月
日

第
二
条
第
四
号
中
「
及
び
第
二
号
」
を
「
、
第
二
号
及
び
前
号
ア
」
に
改
め
、
同
号
ウ
中
「
、
床
面

積
及
び
用
途
」
を
「
及
び
床
面
積
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
及
び
第
二
号
」
を
「
、
第
二
号
及
び

第
三
号
ア
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
四
条
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

（
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
対
象
設
備
に
係
る
所
得
に
対
す
る
事
業
税
に
つ
い
て
、
そ
の
適

用
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
又
は
翌
々
年
度
に
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
ウ
又
は
エ
に
掲
げ
る
書
類
に
限
る
。
）

ア

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
一
条
第
三
項
又
は
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十

三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
確
定
申
告
書
等
に
添
付
す
る
特
別
償
却
に
関
す
る
明
細
書
の
写
し

又
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類

イ

法
人
に
あ
っ
て
は
製
造
事
業
等
用
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
び

そ
の
前
事
業
年
度
の
、
個
人
に
あ
っ
て
は
当
該
日
の
属
す
る
年
及
び
そ
の
前
年
の
貸
借
対
照
表

及
び
損
益
計
算
書

ウ

電
気
供
給
業
、
ガ
ス
供
給
業
又
は
倉
庫
業
を
行
う
法
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
の
末

日
現
在
に
お
け
る
条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
固
定
資
産
の
価
額
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

エ

ウ
に
規
定
す
る
法
人
以
外
の
法
人
又
は
個
人
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

�

県
内
に
有
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
従
業
者
の
数
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類




対
象
設
備
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
業
務
の
従
事
を
始
め
た
日
を

記
載
し
た
書
類

�

対
象
設
備
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
の
配
置
図

二

条
例
第
二
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
前
号
ア
及
び
イ
に

掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類

ア

不
動
産
の
取
得
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

イ

土
地
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

�

土
地
に
お
け
る
家
屋
の
位
置
を
表
示
し
た
配
置
図




家
屋
の
建
設
着
手
予
定
年
月
日
又
は
建
設
着
手
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

ウ

家
屋
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
各
室
の
面
積
を
表
示
し
た
平
面
図

三

条
例
第
二
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
ア
及
び
イ

に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
同
項
の
対
象
設
備
の
種
類
、
取
得
価
額
及
び
取
得
年
月
日
並
び
に
当
該

対
象
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

四

条
例
第
三
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
事
業
を
行
う
者
又
は
そ
の

同
居
の
親
族
の
労
力
に
よ
っ
て
当
該
事
業
を
行
っ
た
日
数
及
び
当
該
事
業
の
当
該
年
に
お
け
る
延

べ
労
働
日
数
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
書
類

（
香
川
県
立
文
書
館
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

香
川
県
立
文
書
館
規
則
（
平
成
六
年
香
川
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
七
条
第
四
項
中
「
届
け
出
て
、
そ
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
」
を
「
届
け
出
な
け
れ
ば
」
に
改
め

る
。第

十
九
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
書
面
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
に
よ
る
提
出
）

第
十
九
条

第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
館
長
に
提
出
す
べ
き
書
面
は
、

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）
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フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
利
用
し
て
書
面
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
館
長
が
受

信
し
た
時
に
、
当
該
書
面
が
館
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

館
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
提
出
者
に
対
し
、

送
信
に
使
用
し
た
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「

「

第
一
号
様
式
中

（ふ
り
が
な

）

性
別

氏
名

�
男・女

（ふ
り
が
な

）

氏
名

を
」

�

に
改
め
る
。

」

（
香
川
国
際
交
流
会
館
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

香
川
国
際
交
流
会
館
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
九
条
を
第
十
条
と
し
、
第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
書
面
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
に
よ
る
提
出
）

第
九
条

こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
提
出
す
べ
き
書
面
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
利
用
し
て

送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
利
用
し
て
書
面
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
知
事
が
受

信
し
た
時
に
、
当
該
書
面
が
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
提
出
者
に
対
し
、

送
信
に
使
用
し
た
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
号
様
式
中
「申
請
を
し
た

」
を
「許

可
の
あ
っ
た

」
に
改
め
る
。

（
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
相
手
方
の
資
格
を
証
す
る
書
面
の
閲
覧
に
関
す
る
規
則
の
一

部
改
正
）

第
十
二
条

外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
相
手
方
の
資
格
を
証
す
る
書
面
の
閲
覧
に
関
す
る
規

則
（
平
成
十
一
年
香
川
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
閲
覧
所
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
知
事
が
指
定
す
る
場
所
」
を

「
香
川
県
総
務
部
人
事
・
行
革
課
内
の
閲
覧
所
（
以
下
「
閲
覧
所
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
閲
覧
場
所
」
を
「
閲
覧
所
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
外
部
監
査
人
資
格
書
面
閲
覧
簿
（
別
記
様
式
）
に
」
を
「
閲
覧
所
に
備
え
付
け
て
あ
る

閲
覧
票
に
、
住
所
」
に
、
「
必
要
な
」
を
「
所
定
の
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
閲
覧
場
所
」
を
「
閲
覧
所
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
を
削
る
。

（
香
川
県
中
心
市
街
地
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

香
川
県
中
心
市
街
地
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
香
川
県
規

則
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
申
請
書
の
記
載
事
項
等
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
三
条
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

特
定
商
業
基
盤
施
設
の
用
に
供
す
る
家
屋
又
は
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
に
足
る
書
類

二

不
動
産
の
取
得
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

三

土
地
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

土
地
に
お
け
る
家
屋
の
位
置
を
表
示
し
た
配
置
図

ロ

家
屋
の
建
設
着
手
予
定
年
月
日
又
は
建
設
着
手
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

四

家
屋
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
各
室
の
面
積
を
表
示
し
た
平
面
図

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
書
類

（
香
川
県
過
疎
地
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

香
川
県
過
疎
地
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則

第
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
申
請
書
の
記
載
事
項
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
イ
中
「
条
例
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
「
種
類
」
の
下
に
「
、
所
在
地
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
及
び

第
二
号
」
を
「
、
第
二
号
及
び
前
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
四
条
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

香

川

県

報

平
成
十
六
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（
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
特
別
償
却
設
備
に
係
る
所
得
に
対
す
る
事
業
税
に
つ
い
て
、
そ

の
適
用
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
又
は
翌
々
年
度
に
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
ハ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
書
類
に
限
る
。
）

イ

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
一
条
第
三
項
又
は
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十

三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
確
定
申
告
書
等
に
添
付
す
る
特
別
償
却
に
関
す
る
明
細
書
の
写
し

又
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類

ロ

法
人
に
あ
っ
て
は
特
別
償
却
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
び
そ
の

前
事
業
年
度
の
、
個
人
に
あ
っ
て
は
当
該
日
の
属
す
る
年
及
び
そ
の
前
年
の
貸
借
対
照
表
及
び

損
益
計
算
書

ハ

電
気
供
給
業
、
ガ
ス
供
給
業
又
は
倉
庫
業
を
行
う
法
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
の
末

日
現
在
に
お
け
る
条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
固
定
資
産
の
価
額
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

ニ

ハ
に
規
定
す
る
法
人
以
外
の
法
人
又
は
個
人
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

�

県
内
に
有
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
従
業
者
の
数
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類




特
別
償
却
設
備
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
業
務
の
従
事
を
始
め
た

日
を
記
載
し
た
書
類

�

特
別
償
却
設
備
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
の
配
置
図

二

条
例
第
二
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
前
号
イ
及
び
ロ
に

掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

不
動
産
の
取
得
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

ロ

土
地
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

�

土
地
に
お
け
る
家
屋
の
位
置
を
表
示
し
た
配
置
図




家
屋
の
建
設
着
手
予
定
年
月
日
又
は
建
設
着
手
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

ハ

家
屋
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
各
室
の
面
積
を
表
示
し
た
平
面
図

三

条
例
第
三
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
畜
産
業
若
し
く
は
水
産
業

を
行
う
者
又
は
そ
の
同
居
の
親
族
の
労
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
っ
た
日
数
及
び
こ
れ
ら

の
事
業
の
当
該
年
に
お
け
る
延
べ
労
働
日
数
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
香
川
県
低
開
発
地
域
工
業
開
発
地
区
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

香
川
県
低
開
発
地
域
工
業
開
発
地
区
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十

四
年
香
川
県
規
則
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
申
請
書
の
記
載
事
項
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。二

特
別
償
却
設
備
の
種
類
、
所
在
地
、
取
得
価
額
及
び
取
得
年
月
日
並
び
に
当
該
特
別
償
却
設
備

を
事
業
の
用
に
供
し
た
年
月
日

第
二
条
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号

中
「
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
二
号
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
前
二
号
に
掲
げ
る

事
項
の
ほ
か
、
同
項
各
号
に
定
め
る
算
式
に
よ
っ
て
計
算
す
る
た
め
に
必
要
な
同
項
第
一
号
の
固

定
資
産
の
価
額
又
は
同
項
第
二
号
の
従
業
者
の
数

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
四
条
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

（
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
特
別
償
却
設
備
に
係
る
所
得
に
対
す
る
事
業
税
に
つ
い
て
、
そ

の
適
用
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
又
は
翌
々
年
度
に
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
ハ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
書
類
に
限
る
。
）

イ

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
一
条
第
三
項
又
は
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十

三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
確
定
申
告
書
等
に
添
付
す
る
特
別
償
却
に
関
す
る
明
細
書
の
写
し

又
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類

ロ

法
人
に
あ
っ
て
は
特
別
償
却
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
び
そ
の

前
事
業
年
度
の
、
個
人
に
あ
っ
て
は
当
該
日
の
属
す
る
年
及
び
そ
の
前
年
の
貸
借
対
照
表
及
び

損
益
計
算
書

ハ

電
気
供
給
業
、
ガ
ス
供
給
業
又
は
倉
庫
業
を
行
う
法
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
の
末

日
現
在
に
お
け
る
条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
固
定
資
産
の
価
額
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

ニ

ハ
に
規
定
す
る
法
人
以
外
の
法
人
又
は
個
人
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

�

県
内
に
有
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
従
業
者
の
数
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

一
五






特
別
償
却
設
備
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
業
務
の
従
事
を
始
め
た

日
を
記
載
し
た
書
類

�

特
別
償
却
設
備
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
の
配
置
図

二

条
例
第
三
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る

書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

不
動
産
の
取
得
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

ロ

土
地
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

�

土
地
に
お
け
る
家
屋
の
位
置
を
表
示
し
た
配
置
図




家
屋
の
建
設
着
手
予
定
年
月
日
又
は
建
設
着
手
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類

ハ

家
屋
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
各
室
の
面
積
を
表
示
し
た
平
面
図

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
消
防
法
施
行
細
則

第
五
号
様
式
に
よ
る
証
票
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
細
則
第
四
号

様
式
に
よ
る
証
票
と
み
な
す
。

３

第
四
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
各
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、

修
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

死
体
解
剖
保
存
法
施
行
細
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
二
十
六
号

死
体
解
剖
保
存
法
施
行
細
則
を
廃
止
す
る
規
則

死
体
解
剖
保
存
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
七
年
香
川
県
規
則
第
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

行
政
手
続
の
見
直
し
に
伴
う
商
工
労
働
部
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
二
十
七
号

行
政
手
続
の
見
直
し
に
伴
う
商
工
労
働
部
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則

（
職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
香
川
県
規
則
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
五
号
中
「
第
一
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
及
び
第
一
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

一
六



年 月 日

香川県知事 殿

公共職業安定所長 	

職場適応訓練受講指示通知書

職場適応訓練の受講を指示したので、職場適応訓練委託規則第４条第１項の規定に基づき、下記のと

おり通知します。

記

（注）１ ※印欄は、知事が記入する。

２ ◯保資格とは雇用保険法（昭和４９年法律第１１６号）第１３条、第３９条第１項又は第４１条第１項の

規定により基本手当又は特例一時金の支給を受ける資格を、基本手当とは同法第１０条第２項第

１号に規定する基本手当をいう。

◯保資格の有無及
び基本手当日額
決定基礎となつ
た賃金日額

有 円

無

有

無

有

無

有

無

有

無

※職場
適応訓
練費月
額

円

訓練
職種

訓 練 期 間

年 月 日から
箇月

年 月 日まで

年 月 日から
箇月

年 月 日まで

年 月 日から
箇月

年 月 日まで

年 月 日から
箇月

年 月 日まで

年 月 日から
箇月

年 月 日まで

求職者
の区分

指 示
年月日

・・

・・

・・

・・

・・

住 所
年
齢

歳

氏 名

第１号様式（第４条関係）香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

一
七



◯ 保
資
格
の
有
無
及
び
基

本
手
当
日
額
決
定
基
礎

と
な
つ
た
賃
金
日
額

有
円

無有
円

無有
円

無有
円

無有
円

無

※
職
場
適
応

訓
練
費
日
額

円円円円円

実
習
職
種

実
習

期
間

年
月

日
か
ら

日
間

年
月

日
ま
で

年
月

日
か
ら

日
間

年
月

日
ま
で

年
月

日
か
ら

日
間

年
月

日
ま
で

年
月

日
か
ら

日
間

年
月

日
ま
で

年
月

日
か
ら

日
間

年
月

日
ま
で

求
職
者
の

区
分

指
示

年
月
日

住
所

年齢

歳歳歳歳歳

氏
名

健
保
・
雇
保
・
厚
生

・
労
災
・
退
共

加
入

保
険
等

従
業

員
数

資
格

免
許

所
在

地

資
本

金
額

学
歴

経
験

氏
名

歳

事
業

内
容

事
業
所
名

事
業
主
又
は

代
表
者
の
氏
名

指
導
員

第
１
号
様
式
の
２
（
第
４
条
関
係
）

年
月

日

香
川
県
知
事

殿

公
共
職
業
安
定
所
長

	
短
期
職
場
適
応
訓
練
（
職
場
実
習
）
実
施
あ
つ
旋
通
知
書

事
業
主
の
同
意
を
得
て
職
場
実
習
の
受
講
を
指
示
し
た
の
で
、
職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
通
知
し
ま
す
。

１
職
場
実
習
対
象
者
（
受
講
指
示
済
）

（
注
）
１

※
印
欄
は
、
知
事
が
記
入
す
る
。

２
◯ 保
資
格
と
は
雇
用
保
険
法
（
昭
和
４９
年
法
律
第
１１６
号
）
第
１３
条
、
第
３９
条
第
１
項
又
は
第
４１
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
又
は
特
例
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
資
格
を
、
基
本
手
当
と
は

同
法
第
１０
条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
基
本
手
当
を
い
う
。

２
委
託
先
事
業
所

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

一
八



第
三
号
様
式
中
「職

場
適
応
訓
練
委
託
規
則
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
き



」
を
削
り
、
「受

け
た
い「

の
で

」
の
次
に
「


職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き



」
を
加
え
、

「
を

氏
名

男・
歳

女
氏
名

歳

に
改

」

」

め
る
。

第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

一
九



職場適応訓練委託契約書

職場適応訓練委託規則（以下「規則」という。）に基づき香川県を甲とし、 を

乙として、次のとおり委託契約を締結する。

第１条 甲は、 年 月 日付けの乙からの職場適応訓練受託申込みを承諾し、下記のとおり職

場適応訓練を乙に委託する。

第２条 職場適応訓練の実施、職場適応訓練費の支払、本契約の変更及び解除その他職場適応訓練に関

する事項については、規則の定めるところに従つて行われるものとする。

本契約の証として本書２通を作成し、双方記名押印の上、各々１通を所持するものとする。

記

（注）◯保資格とは雇用保険法（昭和４９年法律第１１６号）第１３条、第３９条第１項又は第４１条第１項の規定

により基本手当又は特例一時金の支給を受ける資格を、基本手当とは同法第１０条第２項第１号に規

定する基本手当をいう。

年 月 日

甲 香川県高松市番町４丁目１番１０号

香 川 県

香川県知事 	

乙 事業所の所在地

事業所の名称

事業主又は代表者の氏名 �

◯保資格の有無及
び基本手当日額
決定基礎となつ
た賃金日額

有 円

無

有

無

有

無

有

無

※職場
適応訓
練費月
額

円

訓練
職種

訓 練 期 間

年 月 日から
箇月

年 月 日まで

年 月 日から
箇月

年 月 日まで

年 月 日から
箇月

年 月 日まで

年 月 日から
箇月

年 月 日まで

求職者
の区分

指 示
年月日

・・

・・

・・

・・

住 所
年
齢

歳

氏 名

第４号様式（第６条関係） 香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

二
〇



年 月 日

香川県知事 殿

事業所の所在地

事業所の名称

事業主又は代表者の氏名

職場適応訓練受託申込書（写）

年 月 日付け職場適応訓練受講指示通知書に係る職場適応訓練の委託を受けたいので、職場

適応訓練委託規則第５条第１項の規定に基づき、下記のとおり申し込みます。

記

健保・雇保・厚生
労災・退共

※ 公共職業安定所長の意見等

資 格
免 許

その他

加 入
保険等

学 歴
経 験

雇用後
の賃金

従業
員数

氏名 歳

資本
金額

作 業 内 容
使用する機械器具等
扱う原料

訓練修了後そのまま
雇用し得る見通し

事 業
内 容

指導員

参考香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

二
一



第
五
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

年 月 日

香川県知事 殿

事業所の所在地

事業所の名称

事業主又は代表者の氏名 �

短期職場適応訓練（職場実習）特例受託申込書

年度短期職場適応訓練（職場実習）の特例委託を受けたいので、職場適応訓練委託規則第６条

の２第２項の規定に基づき、次のとおり申し込みます。

健保・雇保
厚生・労災
退共

予定指導員
氏 名

※公共職業安定所長の意見

公共職業安定所長 	

職 場 実 習
受託見込数

加 入
保険等

主たる事務
所の所在地

年度における採用計画（予定）

計

従業
員数

（障 害 者）

職場実習

資本
金額

通 常 分

（中高年齢者）

事業主又は
代表者の氏名

年度

年度

年度

事業
内容

事業所

の概要

職 種

計

（
職
場
適
応
訓
練
）

過
去
三
箇
年
の
実
績

第５号様式の２（第６条の２関係）

（注）１ ※印欄は、公共職業安定所長が記入する。

２ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができる。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

二
二



（
香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
十
一
年
香
川
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
法
人
」
を
「
団
体
」
に
、
「
社
歴
」
を
「
沿
革
」
に
改
め
、
同
項
中
第

二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
各
号
」
を
「

前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
す
る
。

（
通
訳
案
内
業
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

通
訳
案
内
業
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

「

第
一
号
様
式
か
ら
第
三
号
様
式
ま
で
の
規
定
中

（
ふ
り
が
な
）

申
請
者

住
所

を
「申
請
者

住
所

」

」

に
改
め
る
。

（
香
川
県
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

香
川
県
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
第
四
号
様
式
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
職
場

適
応
訓
練
委
託
契
約
書
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
第
四
号
様
式
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
職
場
適
応
訓
練
委
託
契
約
書
と
み
な
す
。

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を
定
め
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
二
十
八
号

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を
定
め
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を
定
め
る
規
則

（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
三
十
三
の
項
ロ
中
「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
、
第
六
十
七
条
の
二
第

三
項
第
二
号
、
第
五
項
第
二
号
及
び
第
九
項
第
二
号
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
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十
六
日

（
号
外
七
）

二
三



古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。

http : //www.pref.kagawa.jp/

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
七
）

二
四


